
アカダマスッポンタケ

■発行：石狩市教育委員会  いしかり砂丘の風資料館　TEL/FAX：0133-62-3711　http://www.city.ishikari.hokkaido.jp/museum/

石狩ファイル  No.0165-01  2018年３月31日発行

スッポンタケ目／スッポンタケ科／Phallus hadriani Vent.
環境省絶滅危惧Ｉ類

　現在、日本において石狩海岸と斜里町の海岸でのみ発
生が確認されている非常に希少なキノコ。
　日本では明治40（1907）年に東京・小石川植物園で採
取されて以来、長らく確実な報告がなされず、平成17
（2005）年の石狩海岸での採取は実に98年ぶりでした。
その後、平成26（2014）年に斜里町でも発見されまし
た。
　子実体（キノコの傘と柄の部分）は、初夏（６〜７
月）と秋（９〜10月）の２回発生し、高さは20cmほどま
で達します。子実体の基部には砂地深くに伸びる根状菌
糸束を持ち、ハマニンニク、コウボウムギやハマニガナ
など、多様な海浜植物の枯れ葉、枯れた茎などに絡み付
き、さらに地下茎まで伸長します。子実体先端部の傘の
部分は網目状で、グレバと呼ばれる焦茶色の粘液が付着
しています。これは胞子の集まりで独特の臭いを放ちま
す。この臭いでハエを呼び、胞子を運んでもらいます。

（安田秀司）
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撮影：石狩浜定期観察の会


